
〔本
の
紹
介
〕

竹
内
幸
雄
著

『自
由
貿
易
主
義
と
大
英
帝
国
―
‐ア
フ
リ
カ
分
割
の
政
治
経
済
学
』

山
　
本

一
九
世
紀
末
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
膨
張
の
要
因
を
め
ぐ

っ
て

は
、
近
年
大
き
く
二
つ
の
異
な
る
見
解
が
対
立
し
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ギ

ャ
ラ
ハ
ー

・
ロ
ビ
ン
ス
ン

の

「周
縁
帝
国
主
義
論
」
と
ケ
イ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス
の

「ジ

ェ
ン
ト

ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」
で
あ
る
。

い
ま
か
ら
お
よ
そ

一
世
紀
前
の
二
〇
世
紀
冒
頭
に
、
ホ
ブ
ス
ン
は

『帝
国
主
義
―
―
ひ
と
つ
の
研
究
』
を
著
し
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義

の
事
例
か
ら
、
当
時
の
西
欧
列
強
の
帝
国
主
義
の
要
因
を
、
金
融
資

本
の
利
害
に
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、
国
内
で
過
剰
と
な
っ
た
先
進
資

本
主
義
国
の
資
本
が
海
外
の
後
進
的
諸
地
域
に
輸
出
さ
れ
、
こ
の
金

融
利
害
を
保
護
す
る
た
め
に
当
該
後
進
諸
地
域
の
政
治
支
配
が
必
要

と
な

っ
た
と
し
た
の
で
あ
る
。
ホ
ブ
ス
ン
は
帝
国
主
義
の
政
治
的

・

文
化
的
側
面
に
つ
い
て
も
幅
広
く
考
察
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

経
済
的
要
因
論

（金
融
帝
国
主
義
論
）
は
レ
ー
ニ
ン
の

『帝
国
主
義

論
』
に
も
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
主
義
論
の
古
典
と
も

い
え
る
地
位
を
得
た
の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
お
よ
そ
半
世
紀
後
の
一
九
五
〇
年
代
に
、
二
人

の
帝
国
史
家
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
に
関
す
る
ま
っ
た
く
新

し
い
見
解
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ギ
ャ
ラ
ハ
ー

・
ロ
ビ
ン

ス
ン
に
よ

っ
て
提
起
さ
れ
た

「自
由
貿
易
帝
国
主
義
論
」
で
あ
る
。

か
れ
ら
は
、
従
来
、
反
帝
国
主
義
と
ま
で
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
非

帝
国
主
義
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
き
た

一
九
世
紀
半
ば
の

「
パ
ク
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ス
・
ブ
リ
タ

ニ
カ
」
全
盛
期
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る

「小
英
国
主

義
」
な
る
も
の
が
言
説
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
着

実
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
本
国

側
の
動
因
と
し
て
産
業
資
本
の
利
害
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
と
同

時
に
か
れ
ら
は
、
政
治
的

。
軍
事
的
支
配
を
伴
う

「公
式
帝
国
」
の

他
に
、
経
済
的

・
財
政
的
支
配
に
よ
る

「非
公
式
帝
国
」
の
存
在
を

明
ら
か
に
し
、
こ
れ
こ
そ
自
由
貿
易
帝
国
主
義
の
真
髄
と
し
た
の
で

あ

っ
た
。

さ
ら
に
か
れ
ら
は

一
九
六
〇
年
代
初
に
な

っ
て
、　
一
九
世
紀
末
期

の

「帝
国
主
義
時
代
」
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
、
と
り
わ
け

ア
フ
リ
カ
分
割
の
要
因
に
つ
い
て
も
画
期
的
な
見
解
を
提
起
す
る
。

す
な
わ
ち
本
国
側
で
は
経
済
的
利
害
よ
り
も
、
政
治
家
や
官
僚
な
ど

政
策
決
定
者
の
戦
略
的
思
考

Ｒ
〔【ｏ
い２

ヨ
【●
争
―
―

「
イ
ン
ド

ヘ
の

道
」
の
確
保
―
―
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
「周
縁
帝
国
主
義
」

∽３
‐】日
Ｒ
【】”
房
Ｂ

に
重
き
を
置
い
た
。
そ
れ
ま
で
の

「非
公
式
帝

国
」
す
な
わ
ち
現
地

の
土
着
権
力
＝

「協
力
者
」
８
【【３
９
”
一９
∽

と
の
良
好
な
関
係
を
通
じ
て
の
非
公
式
支
配
を
維
持
で
き
な
く
な

っ

た
現
地
進
出
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
い
わ
ば
独
断
専
行
で
政
治
的

・
軍

事
的
支
配
に
乗
り
出
し
、
そ
れ
を
本
国
側
が
追
認
す
る
か
た
ち
で
ア

フ
リ
カ
分
割
＝

「公
式
帝
国
」
拡
大
が
進
行
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
ギ
ャ
ラ
ハ
ー

・
ロ
ビ
ン
ス
ン
の

「自
由
貿
易
帝
国
主
義
論
」
な

ら
び
に

「周
縁
帝
国
主
義
論
」
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国

（主

義
）
史
研
究
は

一
新
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
そ
の
後

一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国

（主
義
）
史
研
究
は
再
び
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ケ

イ
ン

・
ホ
プ
キ
ン
ス
の

「ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」
の
登
場

で
あ
る
。
近
代

（
一
七
世
紀
末
以
降
の
）
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
経
済

発
展
の
主
役
を

一
貫
し
て
非
産
業
的
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
と
措
定

し
―
―
し
た
が

っ
て
産
業
革
命
や
産
業
資
本
の
役
割
は
低
く
し
か
評

価
さ
れ
な
い
―
―
、　
一
九
世
紀
半
ば
に
地
主
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
か
ら

商
業

・
金
融
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ヘ
と
支
配
階
級
内
部
で
の
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
が
移
行
し
た
と
み
る
か
れ
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
膨
張
も
、

ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
の
利
害
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
し
た
が

っ

て
、　
一
九
世
紀
末
期

「帝
国
主
義
時
代
」
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
拡
大

は
、
か
れ
ら
に
よ
れ
ば
ロ
ン
ド
ン

・
シ
テ
ィ
の
商
業

・
金
融
ジ

ェ
ン

ト
ル
マ
ン
資
本
の
利
害
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
外

交
戦
略
も
シ
テ
ィ
の
経
済
的
利
害
と
密
接
に
つ
な
が
っ
た
政
治

エ

リ
ー
ト
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
再
び
、
本
国
中

心
的
で
経
済
的
利
害
を
要
因
と
す
る
、
か
つ
て
主
流
的
地
位
に
あ

っ

た
ホ
ブ
ス
ン
的
な
帝
国
主
義
論
が
よ
み
が
え
っ
た
。
ケ
イ
ン
・
ホ
プ
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キ
ン
ス
は
、
ギ
ヤ
ラ
ハ
ー

・
ロ
ビ
ン
ス
ン
の

「非
公
式
帝
国
」
概
念

な
ど
は
継
承

。
発
展
し
て
い
る
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
要

因
を
め
ぐ

っ
て
は
、
後
者
と
は
相
容
れ
な
い
。

こ
こ
お
よ
そ
四
半
世
紀
の
あ
い
だ
、　
一
九
世
紀
末
期
の
イ
ギ
リ
ス

の
海
外
膨
張

。
帝
国
拡
大
の
理
解
は
、
本
国
側
で
の
政
策
決
定
者
の

戦
略
的
思
考
を
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
周
縁
＝
帝
国
拡
大
の
現
場
で

の
状
況
変
化
を
重
視
す
る
ギ
ャ
ラ
ハ
ｌ

ｏ
ロ
ビ
ン
ス
ン
の

「周
縁
帝

国
主
義
論
」
と
、
も
っ
ぱ
ら
本
国
側
の
経
済
的
要
因
＝
商
業

・
金
融

ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
利
害
を
重
視
す
る
ケ
イ
ン

・
ホ
プ
キ
ン
ス
の

「ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」
と
の
論
争
を
通
じ
て
、
深
化
し

て
き
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
竹
内
幸
雄
氏
の

『自
由
貿
易
主
義
と
大
英
帝
国

―
―
ア
フ
リ
カ
分
割
の
政
治
経
済
学
』
も
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
に

樟
さ
し
て
い
る
。
竹
内
氏
は
、
秋
田
茂
氏
な
ど
と
と
も
に
、
ケ
イ

ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス
の

「ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」
を
積
極
的

に
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
本
書
で
も
、
ギ
ャ
ラ
ハ
ー

・
ロ

ビ
ン
ス
ン
の

「自
由
貿
易
帝
国
主
義
論
」
に
啓
発
さ
れ
つ
つ
、
ケ
イ

ン

・
ホ
プ
キ
ン
ス
の

「ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」
に
比
重
を

置
き
な
が
ら
、　
一
九
世
紀
末
期
の
ア
フ
リ
カ
分
割
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
帝
国
主
義
の
発
現
、
す
な
わ
ち
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝

国
膨
張
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
四
部

。
一
二
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
部

「帝
国

と
自
由
貿
易
―
―

一
八
七
三
～

一
九

一
四
―
―
」
は
、
Ｉ

「
ア
フ
リ

カ
分
割
に
関
す
る
研
究
史
」
、
Ⅱ

「自
由
貿
易
主
義
と
将
来
の
市
場

払ｒ
、
Ⅲ

「イ
ギ
リ
ス
の
資
本
輸
出

（
一
八
六
〇
～

一
九

一
四
年
）
と

帝
国
」
の
三
章
か
ら
な
り
、　
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
と
自
由
貿
易
の
総
合
的
理
解
に
向
け
た

概
論
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
部

「
一
九
世
紀
末

『商
業
帝
国
主
義
』
の
実
践
」
は
、
Ⅳ

「
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
商
業
利
害
」
、
Ｖ

「
一
八
八
〇
年
代
後
半

に
お
け
る

『商
業
帝
国
主
義
』
の
実
践
―
―
南
東
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア

ー
ー
」
、
Ⅵ

「
一
八
九
〇
年
代
、
西
ア
フ
リ
カ
植
民
地
政
策
の
本
格

的
展
開
」
の
三
章
か
ら
な
り
、
こ
こ
で
は

一
九
世
紀
末
期
の
西
ア
フ

リ
カ
に
お
け
る
商
業
帝
国
主
義
の
実
証
的
研
究
の
成
果
が
論
述
さ
れ

て
い
る
。

第
二
部

「金
融

・
資
本
輸
出
と
帝
国
」
は
Ⅶ

「
一
八
八
二
年
、　
エ

ジ
プ
ト
占
領
」
、
Ⅷ

「南
ア
フ
リ
カ
戦
争
１
　
そ
の
原
因
」
、
Ⅸ

「南

ア
フ
リ
カ
戦
争
２
　
政
策
決
定
の
過
程
」
の
三
章
か
ら
な
り
、　
エ
ジ

プ
ト
な
ら
び
に
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
金
融
利
害
と
帝
国
膨
張
政
策

と
の
関
連
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
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第
四
部

「
ア
フ
リ
カ
分
割

の
政
治
経
済
学
」
は
Ｘ

「東
ア
フ
リ

カ
、
戦
略
と
商
業
、
エ
リ
ー
ト
と
非

エ
リ
ー
ト
」
、
Ⅲ

「商
業
帝
国

主
義
の
主
体
　
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
派
」
、
Ⅲ

「
ア
フ
リ
カ
分
割
の
政
治

経
済
学
」
の
三
章
か
ら
な
り
、
経
済
利
害
が
強
く
反
映
し
た
西
ア
フ

リ
カ
や

エ
ジ
プ
ト
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
帝
国
膨
張
と
は
異
な

っ

て
、
東
ア
フ
リ
カ
で
は
戦
略

ｏ
外
交
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
、
西
ア
フ

リ
カ
に
お
け
る
商
業
帝
国
主
義
に
お
い
て
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
商
人
層

が
主
体
と
な
っ
て
政
策
決
定
に
も
強
く
影
響
力
を
発
揮
し
た
こ
と
が

論
じ
ら
れ
た
う
え
で
、
ア
フ
リ
カ
分
割
の
政
治
経
済
学
が
総
括
さ
れ

て
お
り
、
帝
国
膨
張
の
政
策
決
定
の
重
層
的
で
複
雑
な
構
造
な
ら
び

に
プ

ロ
セ
ス
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
す
で
に
本
書
に
先
立
つ
こ
と

〓
二
年
前
の
一
九
九
〇
年
に

『イ
ギ
リ
ス
自
由
貿
易
帝
国
主
義
』
（新
評
論
）
を
世
に
問
う
て
い

る
が
、
本
書
は
そ
の
続
編
で
あ
る
。
前
著
で
は
も

っ
ぱ
ら
西
ア
フ
リ

カ
分
割
が
イ
ギ
リ
ス
商
業
利
害
に
よ
る
帝
国
拡
大
の
実
践
と
い
う
観

点
か
ら
論
述
さ
れ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
、
商
業
利
害
に
つ
い
て

も
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
中
心
と
す
る
本
国
商
業
利
害
と
、
リ
ヴ
ァ

プ
ー
ル
な
ど
の
現
地
進
出
商
業
利
害
と
が
区
別
さ
れ
、
さ
ら
に
本
国

政
治

エ
リ
ー
ト
の
政
策
意
図
や
西
ア
フ
リ
カ
現
地
の
イ
ギ
リ
ス
人
官

僚
の
特
殊
な
意
図
も
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
空
間

的
に
は
研
究
対
象
が
ア
フ
リ
カ
全
域
に
広
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ア

フ
リ
カ
各
地
域
に
お
け
る
帝
国
形
成
の
政
策
決
定
の
複
雑
な
プ

ロ
セ

ス
の
解
明
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。　
三
二
年
間
に
お
け
る
著
者
の
研
究

の
発
展

。
深
化
が
こ
こ
に
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

竹
内
幸
雄
著

『自
由
貿
易
主
義
と
大
英
帝
国
―
―
ア
フ
リ
カ
分
割
の
政

治
経
済
学
』
（新
評
論
、
二
〇
〇
三
年
二
月
刊
、
Ａ
５
判
、
二
九
二
頁
、

本
体
三
八
〇
〇
円
）

（や
ま
も
と
　
た
だ
し
・
大
阪
経
済
大
学
人
間
科
学
部
教
授
）
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